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■ 田中俊一・内閣官房参与 

原子力規制行政への信頼が完全に失墜している中で発足する原子力規制委員

会は、国民の厳しい目をしっかりと受け止めながら、規制の強化を行うことが

責務です。 

東京電力福島原子力発電所事故への反省を一時も忘れることなく、独立性と

透明性を確保し、電力事業者等と一線を画した規制を必ず実現させなければな

りません。想定外の事故が起こることを常に念頭において、すべての規制につ

いて不断の改善を行い、日本の原子力規制を常に世界で最も厳しいレベルのも

のに維持して参ります。 

放射線による影響の不安と向き合って毎日を過ごしている人がいるというこ

とが、私の心から離れることはありません。ＪＣＯ臨界事故の経験や、これま

でに得た知識、私が持ちうるすべてを、原子力の安全を確保するための新たな

規制に注ぎこむ決意です。 

 

 

■中村佳代子・内閣官房参与 

 東京電力福島原発事故のようなことは二度と起こしてはなりません。管理す

ることができない、あるいは、信頼することができない科学や技術は使用して

はならないと思います。また、原子力や放射線についての知識や情報を国民の

一人一人が等しく共有することが大切であると考えます。放射線による影響へ

の不安と向き合っている人に寄り添い、『放射線や原子力が何であるか』をわか

り合えるようにするために努力したいと思います。 

 

 

■更田豊志・内閣官房参与 

 原子力規制委員会において自分に課せられた任務は、国内外から得られる最

新の知見や技術、リスク情報をもって原子力の諸活動が与える危険を可能な限

り正確に把握し、これに的確に対処するための基準や体制の整備を進めること

だと認識しています。常に、「どれだけ危険性が把握できたか」という姿勢で規

制に臨みたいと思います。 

 

 



■ 大島賢三・内閣官房参与 

 地に墜ちた原子力に対する国民の信頼を回復することが何よりも求められて

います。まず国民の健康と安全を最優先する安全文化の再構築をはかること、

内向きの態度から国際安全基準を尊重し、国際協調と協力を重視する開かれた

原子力政策と行政の実現をはかること、そのために新しい規制委員会の独立性

と透明性を大事に、改革の尖兵としての役割を果たし、実績をあげていくこと

が重要です。国会事故調査委員会での活動経験を活かし、微力を尽くしたいと

思います。 

 

 

■ 島﨑邦彦・内閣官房参与 

 地震と津波による電源喪失が発端となって、東京電力福島第一原子力発電所

で重大事故が発生しました。このような事故を二度と繰り返さないことが最低

限必要です。地震や津波については予断をもたず、自然が語ることにすなおに

耳を傾ける姿勢を持つことが基本であり、常に基本に立ち返って科学的な判断

を提供したいと思います。 
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